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施設認定（病院機能評価） 地域医療支援病院

病床数 670 床

医師数 専攻医・研修医・歯科医師含む 273 人

看護師数 848 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 12 人

臨床倫理検討部会

医師数

必須記載事項

2024年1月

14ー3

北海道

医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院

基礎情報

施設概要

茂庭　仁人　moniwa-nori@keijinkai.or.jp

2014年4月に発足。臨床現場で生じた倫理的問題をタイムリーに支援

する目的で活動を開始した。主な活動は以下の通りである。

○倫理コンサルテーション

○院内指針の作成

　・身体拘束に関する指針

　・宗教的輸血拒否に関する指針

　・DNAR指針

　・ACP指針

　・食事に関するICフォーム

○倫理研修会の企画・運営（年２回）

病院の特徴から差し迫った状況下での倫理コンサルテーションの依頼

も多く、該当する部署へ倫理検討部会のメンバーが赴き迅速な対応を

行っている。メンバーは他職種で構成されており、様々な視点からの

ディスカッションを可能にしている。

活動10年目を迎え院内での周知が進んでおり、倫理コンサルテーショ

ンは年々増加傾向にある。

年2回開催の倫理研修会は、グループ系列病院・地域の病院へも案内

を行い、院外からの参加者も受け入れている。

院内で策定したACP指針を地域にも広げていきたいと考えている。

以下の協力、支援が可能である。

○倫理研修会

○倫理コンサルテーションの見学

○倫理的な問題が生じているケースの相談

記載項目



非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 2 人

臨床倫理認定士上級修了者 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 5 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 5 人

臨床倫理認定士上級修了者 2 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 1 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

臨床倫理認定士上級修了者 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 4 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

臨床倫理認定士上級修了者 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 2 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

臨床倫理認定士上級修了者 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 4 人

非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

臨床倫理認定士上級修了者 人

常勤／非常勤 人

臨床倫理認定士修了者 人

臨床倫理認定士上級修了者 人

コンサルテーション窓口 窓口部門

事務局

(患者サポー

トセンター)

コンサルテーション件数 （2014年4月〜2024年1月現在） 186 件

倫理カンファレンス件数 （2014年4月〜2024年1月現在） 168 件

小児 16 件

成人（高齢者含む） 170 件

がん（AIDS /HIV含む） 29 件

非がん 139 件
区分（例）

チーム実績

医師数

看護師数

薬剤師数

（その他）：各１人　

　　

　　

臨床工学技士

理学療法士

管理栄養士

MSW数

事務数

外部コンサルタント



※ 上記以外にあれば挿入してください（追行可） 件

意思決定能力が不透明な状態での治療方針の決定 63 件

代理意思決定者が不在な状態での治療方針の決定 17 件

輸血拒否患者の治療方針の決定 12 件　

終末期状態にある患者の治療方針の決定 4 件

積極的治療・侵襲的検査の拒否 28 件

生命維持の差し控え／中止 23 件

医療者間の意見の相違 4 件

患者家族間の意見の相違 3 件

患者家族と医療者間の意見の相違 2 件

症状コントロール（せん妄／鎮静） 件

堪え難い苦痛緩和のための鎮静 2 件

医療資源の分配 件

療養場所の選択 11 件

個人情報 件

医療者への心理的支援 件

小児心臓移植の可否、移植待機患児の対応を検討 8 件

※ 上記以外にあれば挿入してください（追行可） 件

指導医・専門医講習会 （2018年10月〜2024年1月現在） 6 回

新規採用職員研修会 （〜2024年1月現在） 回

幹部・管理者研修会 （〜2024年1月現在） 回

認知症の人のガイドライン （〜2024年1月現在） 回

※ 上記以外にあれば挿入してください（追行可） 回

地域合同カンファレンス 回

講師派遣等 回

備考 外部見学受け入れ 可

教育活動

（例）

区分（例）

チーム実績

依頼内容（例）

社会活動 地域との連携


